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結 果 ・ 考 察
　アンケートの結果、授業HPを有効に活用できたと回
答した学生の割合は非常に高かった。特に、授業コン
テンツページやドリル演習へのアクセス数が多く、課
題や定期試験の対策・復習を支援できたと思われる。
さらに、ゲーム感覚で取り組めるドリル演習は、現代
の学生にマッチした勉強方法であると考えられる。ま
た、MLや掲示板による質問回答・情報提供も有効で
あった。したがって、ドリル演習やコミュニケーションな
どに配慮した授業HPを基盤として、薬学専門教育に
おけるeラーニング導入の進展が期待できる。
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eラーニングの留意点（個人的見解）
●対面授業・オフィスアワーの補助というスタンス
●コンピュータ・インターネットスキルが必要
　　※ 学生・教官どちらも
●コンピュータが利用できる環境
　　※ 並行して他に演習系科目があると利用率が上がる
●コンピュータ・インターネットには不具合がつきもの
　　※ 想定内・外のトラブルへの対策
●情報モラル（著作権）・セキュリティへの十分な配慮
◇自主的に学習しようという学生の意欲、自学自習の習慣
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eラーニングの今後の活用
●リメディアル教育（生物・物理、情報処理）
●ライセンス試験対策（薬剤師国家試験対策）
●卒後教育： 薬剤師向け（遠隔地）eラーニング
　　※ 旧4年制と6年制のギャップを埋める
●臨床実務実習の指導・コミュニケーション
●薬学6年制での新科目
　　※ 応用情報処理（2年）、医療統計学（4年）など
※ 薬学部独自の視点を中心に
★基盤整備、教官のコンテンツ作成スキル
